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コンデンサ
MCCB断

No.1
コンデンサ

故　障

No.2
コンデンサ
MCCB断

No.2
コンデンサ

故　障

No.3
コンデンサ
MCCB断

No.3
コンデンサ

故　障

流入ゲート

地　絡

No.1

自動除塵機
照　明
地　絡

No.1

自動除塵機
照　明

MCCB断

No.2

自動除塵機
照　明
地　絡

No.2

自動除塵機
照　明

MCCB断

No.3

自動除塵機
照　明
地　絡

No.3Ｎｏ．１

F5

CS1

CP-3

CS1

CS1 CS1

PB1 PB2

-5
CP-2

CP-1

ＶＣＳ

ポ
ン
プ
盤
へ

ＶＣＳ

Ｎｏ．２
ポ
ン
プ
盤
へ

Ｎｏ．３

ＭＣＣＢ

V A

CS1

-4

AS

ＣＯＳφ

VS

Ｗｈ

Ｗ

Hz

電流計切換スイッチ

電圧計切換スイッチ

力率計

電力量計

周波数計

電力計

Ａ

Ｖ

凡　例

記号

交流電流計

交流電圧計

名　　　　称

Ｉ  >

Ｉ >

U <

地絡過電流継電器

過電流継電器

不足電圧継電器

F1～F5

COS1

PB1

  2

押釦スイッチ（ランプテスト）

（故障復帰）

3 （警報停止）

切換スイッチ（手動－自動）

集合形状態表示灯

CP1

  2

3

受電断路器

受電遮断器

 No.1コンデンサ

F4

電気室設置

CS2CS2

CP-11CP-7

CS1

CP-9

4

5

6

CS2 操作スイッチ（停止－始動）

No.1自家発

No.2自家発

No.3自家発

S1

操作可

S1

集合形故障表示灯

注記

１. 　　は、今回工事を示す。
２.　　 は、将来工事を示す。

7

8

 No.2コンデンサ

 No.3コンデンサ

（将来）

（将来）

VS AS

ＣＴ ＣＴ ＣＴ

ＶＴ

VS AS

V AV AV A

S1S1S1

No.□
自家発

重故障

No.□
自家発

軽故障

No.□
自家発

ＶＴＶＴ

ＶＴ

ＣＴ

ＣＴＣＴ

（将来）

（将来）

PB1 PB2PB1 PB2

VS ASVS ASVS AS

MCCB断
二次主幹
動力変圧器

MCCB断
二次主幹
照明変圧器

No.3

MCCB断
雨水ポンプ

CS1 操作スイッチ（切－入）

COS1COS1COS1

I

注）今回はNo.3
（□：1，2）

CP-12

No.1自家発選択真空接触器

9

No.□自家発選択真空接触器

10

CP-13 -13 -13 -13-13-13

CP-8

CS2CS1 CS2

CP-6 CP-10

11

12

13

No.1自家発遮断器

No.2自家発遮断器

No.3自家発遮断器

令和４年度下施雨ポ補継第２号

５／３４※本図は、参考図であり施工現場と本図に相違ある場合にあっては相違箇所を再調査後、市監督員と協議のうえ、決定すること。

原図：A3



N  P

ＴＢ

空

空

自動除塵機

自動除塵機
No.1

空

N  PN  P

コントロールセンタ単線結線図

Z

X

3φ 3W 210V 60Hz

動力分岐盤（LB-1）より

負荷名称
し渣ホッパ

し渣搬出機
No.1制御電源 し渣搬出機

No.2

備　考

台
　
数

電流計

C  T

負荷番号

負荷容量 （kW）

今　回

MCCB(AF)

保　護

コンデンサ

S1～3 S4 S5 S6-1、-2

1kVA 2.2 0.751.5 3.7

1 1 1 2

50 50 50 50 50

ELR ELR ELR ELR

150ｕＦ

B B B B

盤名称

盤記号

備　考

沈砂池設備コントロールセンタ

CC-1

電気室設置

盤名称

盤記号

備　考

沈砂池設備補助継電器盤

RY-1

電気室設置

1

D

工事名

縮尺

施工箇所名

図面の種類

津市　半田及び神戸　地内

図面番号

事業所名 津市上下水道事業局下水道施設課

沈砂池設備コントロールセンタ 単線結線図・外形図

1/20

THR

図
THR

非　可　逆

記 号

線

結

MC

回 路
名 称
回 路

A

TR

MC

MCCB

B

可　　逆 電 源 送 り

D

AS

MCCB

A

V

MCCB引込

Y

T

2P

制御電源ユニット

Z

TR

CP

直 接 引 込

MCCB

MCCB
2P

MCCB
2P

3P

3P
MCCB
3P

F

MC

F

MCCB
3P

人－△

C

THR

MC

TR

MCCB
3P

F CP

X
記 号
回 路
名 称
回 路

VSF

MC MC

～
図

線

結

(1φ)

コントロールセンタユニット結線図　凡例

600

2
3
5
0

2
3
0
0

5
0

 前　面

1200

600600

 後　面

1200

600600

前　面  側 図

N   P

ＴＢ

電源引込

制御電源

ＴＢ

N  P

ＴＢ

電源引込

空

空

空

SC

予備

600

2
3
5
0

2
3
0
0

5
0

 側 面

N   P

 後　面

700 700

し渣搬出機
No.1

し渣搬出機
No.2

し渣ホッパ

自動除塵機
No.3

No.2

空

空

空

空

空

空

（左）

し渣ホッパ
（右）

注記

１. 　　は、今回工事を示す。
２.　　 は、将来工事を示す。
３. 電流計は、現場盤取付とする。

自動除塵機
No.□

今回はNo.3
（□：1～3）

3

（左）（右）

２　期 - - - -

予　備

-

1

50

S7

原図：A3

半田川田ポンプ場電気設備築造工事

令和４年度下施雨ポ補継第２号

６／３４

※本図は、参考図であり施工現場と本図に相違ある場合にあっては相違箇所を再調査後、市監督員と協議のうえ、決定すること。



THR

図
THR

非　可　逆

記 号

線

結

MC

回 路
名 称
回 路

A

TR

MC

MCCB

B

可　　逆 電 源 送 り

D

AS

MCCB

A

V

MCCB引込

Y

T

2P

制御電源ユニット

Z

TR

CP

直 接 引 込

MCCB

MCCB
2P

MCCB
2P

3P

3P
MCCB
3P

コントロールセンタ単線結線図

Z

X

3φ 3W 210V 60Hz

動力分岐盤（LB-1）より

F

MC

F

MCCB
3P

人－△

C

THR

MC

TR

MCCB
3P

F CP

X
記 号
回 路
名 称
回 路

VSF

MC MC

～
図

線

結

(1φ)

コントロールセンタユニット結線図　凡例

600

2
3
5
0

2
3
0
0

5
0

 前　面

1200

600 600

負荷名称 制御電源

備　考

台
　
数

電流計

C  T

負荷番号

負荷容量 （kW）

今　回

MCCB(AF)

保　護

コンデンサ

P4、5 P6 P13-1～6 P14-1,2

2.21kVA 1.5 0.75 0.75

1 2（1） 2（1）

50 50 50 50 50

ELR ELR ELR ELR

水中ポンプ

B B A A A

盤名称

盤記号

備　考

ポンプ設備コントロールセンタ

CC-2

電気室設置

 後　面

1200

600 600 700

前　面  側 図

盤名称

盤記号

備　考

ポンプ設備補助継電器盤

RY-2

電気室設置

N   P

No.3

雨水ポンプ
吐出弁

No.1,2

雨水ポンプ
吐出弁

700

N   P

1400

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ
吸水槽

P15

1

50

ELR

水中ポンプ

予　備

P16

1

50

ELR

工事名

縮尺

施工箇所名

図面の種類

津市　半田及び神戸　地内

図面番号

事業所名 津市上下水道事業局下水道施設課

ポンプ設備コントロールセンタ 単線結線図・外形図

半田川田ポンプ場電気設備築造工事

1/20

ＴＢ

N  P

ＴＢ

N  P

電源引込

制御電源

ＴＢ

N  P

ＴＢ

N  P

電源引込

吐出弁
No.3雨水ポンプ

オイルクーラー
No.3減速機

初期潤滑油ポンプ
No.3減速機

燃料移送ポンプ
No.6

燃料移送ポンプ
No.5

吐出弁
No.1雨水ポンプ

No.1減速機

初期潤滑油ポンプ
No.1減速機

吐出弁
No.2水ポンプ

No.2減速機

初期潤滑油ポンプ
No.2減速機

床排水ポンプ
No.2

床排水ポンプ
No.1

排水ポンプ
吸水槽

SC

予備

600

2
3
5
0

2
3
0
0

5
0

 側 面

700

N   P

700

N   P

1400

 後　面

D

No.3

減速機初期
No.1,2 No.3No.1,2

潤滑油ポンプ
減速機初期

潤滑油ポンプ
減速機

オイルクーラー
減速機

オイルクーラー

P7、8 P9 P10、11 P12

2.2 1.5

1

0.2 0.1

11

50 50 50 50

- - -

オイルクーラー オイルクーラー

A A A A

２００μF

注記

１. 　　は、今回工事を示す。
２.　　 は、将来工事を示す。
３. （　）は設備台数の内の予備機台数を示す。
４. 電流計は、現場盤取付とする。

燃料移送ポンプ
No.□

床排水ポンプ
No.1,2

5.5

全　体 2 221 1 1 1 2（1） 1 1

将来工事 将来工事 将来工事

燃料移送ポンプ
No.3

燃料移送ポンプ
No.1

燃料移送ポンプ
No.4

燃料移送ポンプ
No.2

空

6（3）

令和４年度下施雨ポ補継第２号

７／３４
※本図は、参考図であり施工現場と本図に相違ある場合にあっては相違箇所を再調査後、市監督員と協議のうえ、決定すること。

原図：A3

今回はNo.5,6



2000

盤 名 称

盤 記 号

 正 面 図 側 面 図

備　　考

F1

地　絡3E動作

記　号 名　　　　称

A

NI

Hr

電流計

PB1

  2

押釦スイッチ（ランプテスト）

　　　　　　（故障復帰）

N I A

AS

N   P N   P N   P

F2

1000 1000 800 800

F3

A

Hr

I

3E

F3

A

Hr

I

3E

コンデンサ
故 障

N   P

F1

I

3E

16002000

No.3雨水ポンプ盤

MP-31MP-32

コンバータ

インバータ

SC StX

MC

MC

ACL

MC

MCCB MCCB

DT-MC

ZCT

StX

StX

MC

MC

MC

ＶＣＳ

CT

ZCT

CT×2

SC

SX
6%

PF

ＶＣＳ

CT

ZCT

SC

SX
6%

PF

切
換
盤
｜
１
よ
り

ポ
ン
プ
へ

切
換
盤
｜
２
よ
り

ポ
ン
プ
へ

MC

MC

ポ
ン
プ
へ

主
変
圧
器
盤
よ
り

2
3
0
0

2
3
5
0

2
3
0
0

2
3
5
0

工事名

縮尺

施工箇所名

図面の種類

津市　半田及び神戸　地内

図面番号

事業所名 津市上下水道事業局下水道施設課

ポンプ盤外形図

1/20

No.1雨水ポンプ盤

MP-1

No.2雨水ポンプ盤

MP-2

Hr

PB1 PB2

リアクトル始動渋滞

地　絡3E動作始動渋滞

地　絡3E動作 コンデンサ
故 障

高 圧
ヒューズ断

始動渋滞

F2

F3

NF

NF

PB1 PB2 PB1 PB2 PB1 PB2

故 障

インバータ
故 障

３Ｅ

Ｉ  >

速度計

時間計

3要素継電器

地絡過電流継電器

凡　例

電気室設置電気室設置

注記

１. 　　は、今回工事を示す。
２.　　 は、将来工事を示す。

始 動

半田川田ポンプ場電気設備築造工事

令和４年度下施雨ポ補継第２号

８／３４※本図は、参考図であり施工現場と本図に相違ある場合にあっては相違箇所を再調査後、市監督員と協議のうえ、決定すること。

原図：A3

No.3雨水ポンプVVVF盤



盤名称

N P

400

4
0
0

300

屋外スタンド形

L1

CP1

左ホッパ
全　開

盤記号
盤型式
面　数
記　号
CP1

備　考

流入渠水位
名　　　称

屋外スタンド形
LCB-S1
流入渠水位計盤

今回 1 全体 1

スペースヒータ付

盤名称

自動除塵機
過負荷

盤記号
盤型式
面　数
記　号

備　考

名　　　称

屋外スタンド形
LCB-S2～4
No.□自動除塵機現場操作盤

今回 1 全体 3

スペースヒータ付

(□：1～3）

No.□
自動除塵機
過トルク

No.□
搬出機
故　障

し渣

自動除塵機
地　絡

No.□
ホッパ
満　杯

し渣

盤名称
盤記号
盤型式
面　数
記　号

備　考

名　　　称

屋外スタンド形
LCB-S5

今回 1 全体 1

スペースヒータ付

No.1

蛇　行
し渣搬出機
過負荷

No.2
し渣搬出機
蛇　行

No.2

し渣搬出機
過負荷

No.1
し渣搬出機ホッパ

満　杯

し渣

（引綱）

し渣搬出機
地　絡

し渣搬出機
非常停止し渣搬出機

地　絡

し渣搬出機

（引綱）
非常停止

CP1
2 No.2しさ搬出機

No.1しさ搬出機

盤内に下記のスナップスイッチ取付
蛇行解除（切－入）用×2

PB1

CS

F1

N P

A

PB2

400

7
0
0COS

1

1

PB1

N P

A

PB2

500

7
0
0

A

COS
2

F1

CP1 2

1
6
0
0

記号 名　　称

凡　例

2

CS1

2

COS1

PB1

2

（単独－連動）
切換スイッチ（手動－自動）

（閉－停止－開）
操作スイッチ（寸逆－停止－運転）

（故障リセット）
押釦スイッチ（ランプテスト）

No.2 No.1

し渣搬出機現場操作盤

工事名

縮尺

施工箇所名

図面の種類

津市　半田及び神戸　地内

図面番号

事業所名 津市上下水道事業局下水道施設課

現場操作盤外形図（１）

1/10

N P

CS
2

400

300

No.2

左ホッパ
全　閉

右ホッパ
全開

右ホッパ
全閉

左ホッパ

左ホッパ

右ホッパ

右ホッパ

ホッパ
満　杯過負荷

地　絡

過負荷

地　絡

F1 F1 F1

盤名称
盤記号
盤型式
面　数
記　号

備　考

名　　　称

屋外壁掛形
LCB-S6

今回 1 全体 1

スペースヒータ付

CP1
2 右ホッパ

左ホッパ

し渣ホッパ現場操作盤

CP1  2

PB1 PB2

CS
1

CS
1

7
0
0

N P

400

盤名称
盤記号
盤型式
面　数
記　号

備　考

名　　　称

屋外壁掛形
LCB-S7,8

今回 2 全体 2

CP1
2 AC 100V

AC ２００V

作業用電源盤（１）（２）

CP1  2

6
0
0

自動除塵機
シャーピン断

No.□

No.1

注記

１. 本図は、今回工事を示す。

注）今回はNo.3

WI

コ ン セ ン ト
スペースヒータ付

ステンレス製 ステンレス製 ステンレス製

ステンレス製

ステンレス製

半田川田ポンプ場電気設備築造工事

令和４年度下施雨ポ補継第２号

９／３４※本図は、参考図であり施工現場と本図に相違ある場合にあっては相違箇所を再調査後、市監督員と協議のうえ、決定すること。

原図：A3



盤名称

F1

CS

F1

N P

500

6
0
0

屋内自立盤

COS
3

CP1 2

1 1

No.1
過負荷

No.2
過負荷

地　絡 液位低

盤記号
盤型式
面　数
記　号
CP1

2

備　考

No.2
No.1

名　　　称

屋外スタンド形
LCB-P△
燃料移送ポンプ現場操作盤

今回 1 全体 3

ステンレス製

盤名称

No.1
過負荷

No.1 床排水ピット

地　絡

盤記号
盤型式
面　数
記　号
CP1

2

備　考

No.2
No.1

名　　　称

屋内壁掛形
LCB-P5
床排水ポンプ現場操作盤

今回 1 全体 1

記号 名　　称

凡　例

2

CS1

4

3

2

COS1

3

PB1

2

（No.1－交互－No.2）
（単独－連動）
（手動－自動）

切換スイッチ（固定速－可変速）

（寸逆－停止－運転）
（閉－停止－開）

操作スイッチ（停止－運転）

（故障復帰）
押釦スイッチ（ランプテスト）

貯油槽
液位高

地　絡
貯油槽
液位低

5

PB1

CS

F1

N P

COS
3

CP1 2

1 1

5

500

6
0
0

温度高 水位高

排水ピット
水位低

700

1
9
0
0

5
0

1
9
5
0

2

500

1
9
0
0

5
0

1
9
5
0

F11

ALI ZI

3CP1

S1

F11

外水位
高

吸水槽
水位

異常高

吸水槽
水位低

非常停止

始動渋滞 地　絡

S1

始　動 排　水

始動準備
完　了

運　転

停　止

盤名称
盤記号
盤型式
面　数
記　号
CP1

2

備　考

主ポンプ
吸水槽水位

名　　　称

屋内自立盤
LCB-P□

今回 - 全体 2

吐出弁開度3
5

盤名称

過負荷

地　絡

盤記号
盤型式
面　数
記　号

備　考

名　　　称

屋内壁掛形
LCB-P4
吸水槽排水ポンプ現場操作盤

今回 1 全体 1

PB1

CS

F1

N P

1

500

6
0
0

吸水槽
水位高

吸水槽
水位低

N   P

S2

始　動 排　水

始動準備
完　了

運　転

停　止

盤名称 No.□雨水ポンプ現場操作盤

固定速

可変速
自家発
電　源

商　用
電　源

700

1
9
0
0

5
0

1
9
5
0

2

F12

A

NI

4

S2

盤名称
盤記号
盤型式
面　数
記　号
CP1
2

備　考

主ポンプ
吸水槽水位

名　　　称

屋内自立盤
LCB-P3

今回 1 全体 1

スペースヒータ付

主ポンプ回転数
吐出弁開度

主ポンプ運転時間

3
4
5

盤名称 No.3雨水ポンプ現場操作盤

No.1 No.2No.1

工事名

縮尺

施工箇所名

図面の種類

津市　半田及び神戸　地内

図面番号

事業所名 津市上下水道事業局下水道施設課

現場操作盤外形図（２）

半田川田ポンプ場電気設備築造工事

1/10

□：1，2

A

温度高

浸　水

No.2

No.2

過負荷

地　絡

No.2
温度高

300

屋外スタンド形

1
6
0
0

CP9

PB1

N   P

ZI

CS
1

2

11

3

PB25E

CP7

CP9

CS
1

2

11

CP7

5
H

4

PB1 PB15E

F12

３Ｅ動作

電動機
上部軸受
温度高

電動機
下部軸受
温度高

ポンプ
軸受

温度高

減速機
潤滑油
温度高

減速機
潤滑油
圧力低

外水位
高

吸水槽
水位

異常高

吸水槽
水位低

非常停止

始動渋滞 地　絡３Ｅ動作

ＭＣＣＢ断
電動機

上部軸受
温度高

電動機
下部軸受
温度高

ポンプ
軸受

温度高

減速機
潤滑油
温度高

減速機
潤滑油
圧力低

8 6 8 6

CSCS

VR

5E 引釦スイッチ（非常停止）

6
7
8
9

6
7
8
9

主ポンプ

減速機潤滑油ポンプ
減速機オイルクーラ

吐出弁

主ポンプ運転時間
主ポンプ

減速機潤滑油ポンプ
減速機オイルクーラ

吐出弁

VR 速度調整器

F1F1

盤名称
盤記号
盤型式
面　数
記　号

備　考

名　　　称

屋外自立形
LCB-P9
給油口ボックス

今回 1 全体 1

CP1 燃料貯油槽液位

LI

CP1

5
H

（自家発電源－商用電源）

5

N P

400

盤名称
盤記号
盤型式
面　数
記　号

備　考

名　　　称

屋内壁掛形
LCB-P10,11

今回 2 全体 2

CP1
2 AC 100V

AC ２００V

CP1  2

6
0
0

沈砂池

故　障
設　備

吐出弁
過負荷

吐出弁
地　絡

吐出弁
過トルク

Ｎo.2 No.3Ｎo.1

重故障

Ｎo.2 No.3Ｎo.1

軽故障

重故障

軽故障

重故障

軽故障

インバータ
故　障

始動
リアクトル
故障

沈砂池

故　障
設　備

吐出弁
過負荷

吐出弁
地　絡

吐出弁
過トルク

Ｎo.2 No.3Ｎo.1
自家発
重故障

Ｎo.2 No.3Ｎo.1

軽故障

重故障

軽故障

重故障

軽故障

高圧
ヒューズ

断

スペースヒータ付

貯油槽
漏　洩

自家発 自家発

自家発 自家発 自家発

自家発 自家発 自家発

自家発 自家発 自家発

注）1，2とも将来

注記

１. 本図は、今回工事を示す。
２.　　 は、将来工事を示す。

N P

400

盤名称
盤記号
盤型式
面　数
記　号

備　考

名　　　称

屋外スタンド形
LCB-P12

今回 1 全体 1

CP1
2 AC 100V

AC ２００V

CP1  2

6
0
0

作業用電源盤（１）（２） 作業用電源盤（３）

4 （開－閉）PB1

コンセント
コ ン セ ン ト
スペースヒータ付

LI

盤内照明・コンセント
スペースヒータ付
盤内照明・コンセント

N P

L1

CP1

500

1
2
0
0

1
2
5
0

5
0

3
COS
134 2

ステンレス製

ステンレス製

盤奥行：300

減速機
初期潤滑油
ポンプ過負荷

減速機
オイルクーラ
過負荷

減速機
初期潤滑油
ポンプ過負荷

減速機
オイルクーラ
過負荷

□：1,2,3
△：6,7,8

コンデンサ
故　障

コンデンサ
故　障

スペースヒータ付

燃　料

燃　料

燃　料

No.□
燃料小出槽
液位高

No.□
燃料小出槽

令和４年度下施雨ポ補継第２号

１０／３４

原図：A3

※本図は、参考図であり施工現場と本図に相違ある場合にあっては相違箇所を再調査後、市監督員と協議のうえ、決定すること。

注）△は今回8、6,7は将来
　　□は今回3、1,2は将来



2
3
5
0

2
3
0
0

盤 名 称

盤 記 号

5
0

側 面 図

備考

計　装　盤

KP-2

監　視　盤

KP-1

記　号 名　　　　称
CP1
  2
3
4

銘板一覧表

LI

2

電気室設置

1000

LI LI

3

CP4

CP1

1000

2000

S1

800

正　面　図

吸水槽水位
外水位

流入渠水位

Ｓ1

受　電
遮断器

入

吸水槽水位
異常高

吸水槽水位 外水位
高

し　渣
ホッパ
満　杯

5

吸水槽水位計切換　「No.1－No.2」

Ｎo.2 No.3

燃　料
小出槽
液位低

燃　料
小出槽
液位低

燃　料
小出槽
液位低

Ｎo.1 Ｎo.2 No.3

COS1

COS1

吐出弁開度

受電電力量

工事名

縮尺

施工箇所名

図面の種類

津市　半田及び神戸　地内

図面番号

事業所名 津市上下水道事業局下水道施設課

監視盤他外形図

1/10

受　電

切

Ｎo.1
自家発

Ｎo.2 No.3Ｎo.1

発　電

Ｎo.2 No.3Ｎo.1

停　止

発　電

停　止

発　電

停　止

Ｎo.1
流入ゲート
全開

Ｎo.1
流入ゲート
中間開

Ｎo.1
流入ゲート
全閉

流入ゲート
全開

流入ゲート
中間開

流入ゲート
全閉

流入ゲート
全開

流入ゲート
中間開

流入ゲート
全閉

Ｎo.2 No.3

Ｎo.2 No.3

Ｎo.2 No.3

Ｎo.1
雨水ポンプ雨水ポンプ雨水ポンプ

雨水ポンプ雨水ポンプ雨水ポンプ

Ｎo.2 No.3

Ｎo.2 No.3Ｎo.1

手　動 手　動 手　動

停　止 停　止 停　止

Ｎo.1
雨水ポンプ雨水ポンプ雨水ポンプ

雨水ポンプ雨水ポンプ雨水ポンプ

Ｎo.2 No.3

Ｎo.2 No.3Ｎo.1

自　動 自　動 自　動

運　転 運　転 運　転

受　電 Ｎo.2 No.3Ｎo.1

重故障

Ｎo.2 No.3Ｎo.1

軽故障

Ｎo.2 No.3Ｎo.1
コンデンサ
故　障

コンデンサコンデンサ

Ｎo.1
自動除塵機

流入ゲート流入ゲート
Ｎo.2 No.3

Ｎo.2 No.3

停　電

遮断器

受　電
過電流

受　電
地　絡

故　障 故　障 重故障

軽故障

重故障

軽故障

重故障

軽故障

重故障

軽故障

重故障

軽故障

Ｎo.1
雨水ポンプ雨水ポンプ雨水ポンプ

Ｎo.2 No.3

Ｎo.1
雨水ポンプ雨水ポンプ雨水ポンプ

Ｎo.2 No.3

Ｎo.1
流入ゲート
故　障 故　障 故　障

故　障
自動除塵機
故　障

自動除塵機
故　障

Ｎo.1
し渣搬出機

Ｎo.2

故　障 故　障
し渣搬出機 故　障

し渣ホッパミニＵＰＳ

故　障 低

燃　料
Ｎo.1

移送ポンプ
故　障

燃　料
移送ポンプ
故　障

Ｎo.2

床排水ポンプ
Ｎo.1 Ｎo.2

床排水ポンプ
故　障 故　障

排水ポンプ
故　障

吸水槽

液位低

燃　料
貯油槽

制御電源
断

計装電源
断

制御電源
正　常

計装電源
正　常

F1

F1

N   PN   P

市役所

ポンプ場

しさホッパ重量
燃料貯油槽液位

6
7
8

5 7

CP8 9 9 9

4 4 5 5 6

発電機軸受温度9

流入ゲート開度

COS2

COS2 操作場所切換　「市役所－ポンプ場」

漏　洩

燃　料
貯油槽

自家発 自家発

自家発 自家発 自家発

自家発自家発自家発

自家発 自家発 自家発

自家発自家発自家発

盤 名 称

盤 記 号

ミニUPS

備　　考 電気室設置

500300

5
0
0

UPS-1

注記

１. 本図は、今回工事を示す。
２.　　 は、将来工事を示す。

Ｎo.2Ｎo.1
自家発 自家発 自家発

No.3

手　動 手　動 手　動

自　動 自　動 自　動

半田川田ポンプ場電気設備築造工事
令和４年度下施雨ポ補継第２号

１１／３４※本図は、参考図であり施工現場と本図に相違ある場合にあっては相違箇所を再調査後、市監督員と協議のうえ、決定すること。

原図：A3
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河川保全区域線　河川区域+9.0m

河川区域+5.0m

LNO.7

ＢＭ.1　Ｈ＝1.356
RNO.12
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LNO.11
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RNO.11

RNO.8

ST.10

TP.1
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R11-1

ST.9
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RNO.5

ST.7
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S=1:250

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

ｉ=1：
1200

（堤防、高水）

ｉ=1：
2000

（河床）

敷地境界から5m線

敷地境界から9m線

敷
地
境
界
か
ら
9m
線

敷
地
境
界
か
ら
5m
線

電気室

電動機室 原動機室

倉庫

8,000

TP+2.50m

計画GL+2.50m

現況GL+1.60m

TP+2.50m

TP+1.80m

計画GL+2.50m

現況GL+1.60m

半田川田第２雨水幹線φ1800

流入渠

放
流

渠

5
%

□
27
00

×
2
30
0

TP+5.50m

TP+2.80m着水井

TP-1.30m沈砂池

TP+2.80m▽

▽TP+2.525m

TP+2.60m

吐出井

1FL=TP+3.35m

工事名

縮尺

施工箇所名

図面の種類

津市　半田及び神戸　地内

図面番号

事業所名 津市上下水道事業局下水道施設課

1/250

半田川田ポンプ場電気設備築造工事

注記

１. 　　は、今回工事を示す。

Ｅ
Ｃ

Ｋ
Ｅ

Ｄ
Ｅ

Ｃ
Ｅ

Ｃ
Ｅ

Ｂ
Ｅ

Ａ
Ｅ

Ｔ
１

Ｅ
Ｔ

２
（

Ｖ
Ｖ

Ｖ
Ｆ

）

引込柱

ＥＡＬＡＥＡ

TP+4.20m

ＴＢ

ＴＢ ＴＢ

TP+3.00m

埋設配管 B

埋設配管 D

埋設配管 A

埋設配管 C

埋設配管 E

ＦＥＰ３０φ
ＦＥＰ３０φ

ＦＥＰ１００φ 高圧動力
制御
計装,通信

埋設配管 A

ＦＥＰ３０φ
ＦＥＰ６５φ

ＦＥＰ１００φ 高圧動力

制御
計装,通信

埋設配管 B

ＦＥＰ５０φ 低圧動力

ＦＥＰ６５φ×３
ＦＥＰ３０φ

ＦＥＰ８０φ×３ 高圧動力

制御
計装,通信

埋設配管 C

ＦＥＰ４０φ×２ 低圧動力

ＦＥＰ６５φ×３
ＦＥＰ３０φ

ＦＥＰ８０φ×３ 高圧動力

制御
計装,通信

埋設配管 D

ＦＥＰ４０φ×２ 低圧動力

埋設配管 E

ＦＥＰ１００φ 低圧動力

ＦＥＰ８０φ 低圧動力

ＦＥＰ６５φ×３
ＦＥＰ３０φ

ＦＥＰ８０φ×３ 高圧動力

制御
計装,通信

ＦＥＰ４０φ×２ 低圧動力
ＦＥＰ８０φ 低圧動力

Bor　NO.１（H14）

Dep＝11.22ｍ

 GL＝0.991ｍ

77kV　古川分岐線

令和４年度下施雨ポ補継第２号

１２／３４

原図：A3

※本図は、参考図であり施工現場と本図に相違ある場合にあっては相違箇所を再調査後、市監督員と協議のうえ、決定すること。

全体配管図

全体配管図



No.2 自動除塵機現場盤

300×300×200（既設）

No.2 自動除塵機照明

P.BOX（SUS-WP）

TP+2.525

１階平面図 Ｓ＝１／１００

EAD

TP+2.600

DS

OAD

4 5

B

C

D

E

F

電気室

倉庫

電動機室

階段室前室

A

TP-1.300

UP

3

TP+2.800

1 2

TP+5.500
TP+3.350

TP+3.350

TP+3.350

42,030

35,820 6,210

4,000 31,820

3
,
5
0
0

2
4
,8
0
0

6
,
4
00

6,
0
0
0

6
,
40
0

6
,
0
0
0

UP

UP

UP

UP

UP

TP+3.350

原動機室

名　　　称 備　考

1

2 AX-1

AX-2

記 号

4

3

5

6 LB-2

LB-1

HC-2

HC-1

番号

7

8

10

9

MP-1

MP-2

MP-31

MP-32

11

12

切換盤-2

監視盤

計装盤

No.3ポンプVVVF盤

No.3ポンプ盤

ポンプ設備補助継電器盤

ポンプ設備コントロールセンタ

切換盤-1

引込受電盤

主変圧器盤

動力分岐盤

照明変圧器盤

名　　　称 備　考

13

14

記 号

16

15

17

T-1

L-1

M-1

ETB

番号

接地端子箱

建築動力盤

建築照明盤

端子盤

〃

18

19

20
21

盤名称一覧表

UPS-1 ミニUPS

No.2ポンプ盤

No.1ポンプ盤

沈砂池設備補助継電器盤

沈砂池設備コントロールセンタ

RY-2

CC-2

KP-2

KP-1

RY-1

CC-1

工事名

縮尺

施工箇所名

図面の種類

津市　半田及び神戸　地内

図面番号

事業所名 津市上下水道事業局下水道施設課

1/100

半田川田ポンプ場電気設備築造工事

今　回

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

今　回

〃

〃〃

〃

〃

No.3 自動除塵機現場盤
（LCB-S4）

し渣搬出機現場操作盤
（LCB-S5）

No.1 雨水ポンプ現場操作盤
（LCB-P1）

No.3 雨水ポンプ現場操作盤
（LCB-P3）

1.5

P6No.3 吐出弁 LS

TL

Z

2.2

P5No.2 吐出弁 LS

TL

Z

2.2

P4No.1 吐出弁 LS

TL

Z

260

P3No.3 雨水ポンプ

540

P2No.2 雨水ポンプ

540

P1No.1 雨水ポンプ

外水位 L

（投込式）
地下１階へ

外水位中継箱

P.BOX（SUS）
150×150×100

P.BOX（SUS）
500×500×300

P.BOX（SUS）
500×500×300

P.BOX（SUS）
500×500×300

P.BOX（SUS）
500×500×300

No.2 雨水ポンプ現場操作盤
（LCB-P2）

0.75

しさホッパ（右） S6-2

しさホッパ重量 W

3.7

S5 No.2 しさ搬出機　　 LS

TL

蛇行検知 LS

非常停止 LS

1.5

S4 No.1 しさ搬出機　　 LS

TL

蛇行検知 LS

非常停止 LS

No.1 自動除塵機照明

No.3 自動除塵機照明

2.2

S1 No.1 自動除塵機LS

TL

2.2

S2 No.2 自動除塵機LS

TL

2.2

S3 No.3 自動除塵機
LS

TL

P.BOX（SUS-WP）
300×300×200（既設）

2.2

M No.3 流入ゲート
LS

Z

P.BOX（SUS-WP）
300×300×300

流入渠水位中継箱

流入渠水位 L

（投込式）

300×300×200（既設）

2.2

M No.2 流入ゲート
LS

Z

P.BOX（SUS-WP）

2.2

M No.1 流入ゲート
LS

Z

アルミケーブルラック
W300×1

アルミケーブルラック
W300×1（蓋付）

地下１階へ

5

11

12

13

15

16

14

1

2

3

4

10

8

9

6

17

7

今　回

将　来

既　設

将　来

〃

18

19

20

21 〃

ｂ ｂ

ｃ

ｃ

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

（将来）

（将来）

（将来）

（将来）

（将来）

（将来）

（将来）

（将来）

（将来）

（将来）

（既設）

（既設）

流入渠水位計盤
（LCB-S1）

（LCB-S3） （将来）

No.1 自動除塵機現場盤
（LCB-S2） （将来）

1.5

P9No.3 減速機初期潤滑油ポンプ

0.1

P12No.3 減速機オイルクーラー

2.2

P7No.1 減速機初期潤滑油ポンプ

0.2

P10No.1 減速機オイルクーラー

（将来）

（将来）

2.2

P8No.2 減速機初期潤滑油ポンプ

0.2

P11No.2 減速機オイルクーラー

（将来）

（将来）

しさホッパ現場操作盤
（LCB-S6）

作業用電源盤（１）
（LCB-S7）

作業用電源盤（１）
（LCB-P10）

（既設）

（既設）

注記

１. 　　は、今回工事を示す。

0.75

しさホッパ（左）S6-1

（既設）

コア抜き（壁）
φ100×4

φ75×4

φ50×3

アルミケーブルダクト
W800×D400

コア抜き（床）
φ100×4

φ75×4

φ50×3

アルミケーブルダクト
W800×D300

コア抜き（壁）
φ100×2
φ75×2

φ50×4

コア抜き（壁）
φ100×3

φ50×1

アルミケーブルダクト
W300×D300

アルミケーブルダクト
W400×D200

アルミケーブルダクト
W300×D200

アルミケーブルダクト

c'

c'

S=/100c'-c'断面図

コア抜き（壁）
φ100×1

φ75×1

φ25×1

コア抜き（壁）
φ25×1

コア抜き（壁）
φ75×2

φ25×1

E

15

MH-1

アルミケーブルダクト
W800×D400

コア抜き（床）
φ100×4

φ75×4

φ50×3

コア抜き（壁）
φ100×4

φ75×4

φ50×3

アルミケーブルダクト
W800×D300

令和４年度下施雨ポ補継第２号

１３／３４

原図：A3

※本図は、参考図であり施工現場と本図に相違ある場合にあっては相違箇所を再調査後、市監督員と協議のうえ、決定すること。

MH(既設)MH

MH

流入ゲート操作盤

（機能増設）

機器配管図（１）半田川田ポンプ場1階

W300×D200
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No.3 雨水ポンプ

No.2 雨水ポンプ

No.1 雨水ポンプ

A

工事名

縮尺

施工箇所名

図面の種類

津市　半田及び神戸　地内

図面番号

事業所名 津市上下水道事業局下水道施設課

1/100

半田川田ポンプ場電気設備築造工事

No.1 吸水槽水位中継箱

No.1 吸水槽水位 L

アルミケーブルダクト
W300×D300

１階へ

P.BOX（SUS）
200×200×200

No.2 床排水ポンプ

No.1 床排水ポンプ

No.2 吸水槽水位 L

P.BOX（SUS）
200×200×200 床排水ポンプ現場盤

（LCB-P5）

１階へ

吸水槽排水ポンプ

（投込式）

（フロート）

吸水槽水位
（浮子転倒式）

P.BOX（SUS）
150×150×100

P.BOX（SUS）
200×200×200

吸水槽排水ポンプ現場操作盤
（LCB-P4）

P.BOX（SUS）
200×200×200

ｂ ｂ

LES

作業用電源盤（２）
（LCB-S8）

作業用電源盤（２）
（LCB-P11）

2P

注記

１. 　　は、今回工事を示す。

中継端子箱

1
.
7

中継端子箱

令和４年度下施雨ポ補継第２号

１４／３４

原図：A3

※本図は、参考図であり施工現場と本図に相違ある場合にあっては相違箇所を再調査後、市監督員と協議のうえ、決定すること。

(別途工事)

(別途工事)

機器配管図（２）半田川田ポンプ場地下1階



工事名

縮尺

施工箇所名

図面の種類

津市　半田及び神戸　地内

図面番号

事業所名 津市上下水道事業局下水道施設課

1/100

半田川田ポンプ場電気設備築造工事

4 5

沈砂池

吐出井

HWL+3.720

電動機室

ポンプ室
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着水井
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１ＦＬ

軒天
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HWL-2.770
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TP-5.470

TP-2.200

TP+5.500

TP+8.850
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TP+3.350
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S=/100b-b断面図

アルミケーブルラック
W300×1

アルミケーブルダクト
300×300

吸水槽排水ポンプ

吸水槽排水ポンプ現場操作盤
（LCB-P4）

P.BOX（SUS）
200×200×200

No.1 吸水槽水位中継箱 No.1 吸水槽水位 L

（投込式）

作業用電源盤（２）
（LCB-S8）

16 2

1.5

S4 No.1 しさ搬出機　　 LS

TL

（既設）

2.2

S3 No.3 自動除塵機LS

TL

（既設）

No.3 自動除塵機照明

流入渠水位中継箱

流入渠水位 L

（投込式）

P.BOX（SUS-WP）
300×300×200（既設）

2.2

M No.3 流入ゲート
LS

Z （既設）

防波管 VU250A

防波管 VU250A

アルミケーブルラック
W300×1（蓋付）

19

260

P3No.3 雨水ポンプ

1.5

P9No.3 減速機初期潤滑油ポンプ

0.1

P12No.3 減速機オイルクーラー

1.5

P6No.3 吐出弁 LS

TL

Z

注記

１. 　　は、今回工事を示す。

中継端子箱

令和４年度下施雨ポ補継第２号

１５／３４

原図：A3

※本図は、参考図であり施工現場と本図に相違ある場合にあっては相違箇所を再調査後、市監督員と協議のうえ、決定すること。

(別途工事)

機器配管図（３）半田川田ポンプ場断面図１



工事名

縮尺

施工箇所名

図面の種類

津市　半田及び神戸　地内

図面番号

事業所名 津市上下水道事業局下水道施設課

1/100

半田川田ポンプ場電気設備築造工事

Ｓ＝１/100c-c断面図

GL+2.500TP+2.600

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

ポンプ室

ＤＳ

B1FL

吸水槽吸水槽 吸水槽

TP-2.500

TP-7.600

1FL

電動機室

階段室

TP+3.350TP+3.250
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5
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7
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,
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,
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5
0

TP-6.850
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0
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0

5,
1
0
0

6
50

1
0
0

5,
0
0
0

4
,
0
0
0

1
,
1
0
0

TP-2.500

TP-1.200

TP-6.500

TP-7.600

No.2 床排水ポンプ

No.1 床排水ポンプ

床排水ポンプ現場盤
（LCB-P5）

No.3 雨水ポンプ現場操作盤
（LCB-P3）

260

P3No.3 雨水ポンプ

1.5

P9No.3 減速機初期潤滑油ポンプ

0.1

P12No.3 減速機オイルクーラー

No.2 雨水ポンプ

2.2

P8No.2 減速機初期潤滑油ポンプ

0.2

P11No.2 減速機オイルクーラー

（将来）

（将来）

（将来）

540

P2No.1 雨水ポンプ

2.2

P7 No.1 減速機初期潤滑油ポンプ

0.2

P10 No.1 減速機オイルクーラー

（将来）

（将来）

（将来）

540

P1

0.75

しさホッパ（右）S6-2

しさホッパ重量 W

（既設）

注記

１. 　　は、今回工事を示す。

中継端子箱

令和４年度下施雨ポ補継第２号

１６／３４

原図：A3

※本図は、参考図であり施工現場と本図に相違ある場合にあっては相違箇所を再調査後、市監督員と協議のうえ、決定すること。

(別途工事)

機器配管図（４）半田川田ポンプ場断面図２
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 配管ピット

 配線ピット
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90

0

 配管トラフ

47
00

75
00

17
00

給油口ボックス
（LCB-P9）

作業用電源盤（３）
（LCB-P12）

0.75

P13-5 No.5 燃料移送ポンプ

0.75

P13-6 No.6 燃料移送ポンプ

No.3 燃料小出槽液位 5PLES

5PLES

燃料貯油槽漏洩 LS

燃料貯油槽

燃料移送ポンプ現場操作盤
（LCB-P8）

No.3 燃料小出槽 950L

油水分離槽

No.2 燃料小出槽 950L
（将来）

No.3 燃料小出槽 950L
（将来）

No.3 搭載型自家発 No.2 搭載型自家発 No.1 搭載型自家発
（将来） （将来）

0.75

P13-3No.3 燃料移送ポンプ

0.75

P13-4No.4 燃料移送ポンプ

No.2 燃料小出槽液位 5PLES

燃料移送ポンプ現場操作盤
（LCB-P7）

0.75

P13-1No.1 燃料移送ポンプ

0.75

P13-2No.2 燃料移送ポンプ

No.1 燃料小出槽液位 5PLES

燃料移送ポンプ現場操作盤
（LCB-P6）

（将来）

（将来）

（将来）

（将来）

（将来）

（将来）

（将来）

（将来）

全体配線図へ

全体配線図へ

燃料貯油槽液位

工事名

縮尺

施工箇所名

図面の種類

津市　半田及び神戸　地内

図面番号

事業所名 津市上下水道事業局下水道施設課

機器配線図（５）自家発電設備平面図

1/60

半田川田ポンプ場電気設備築造工事

注記

１. 　　は、今回工事を示す。

FEP80（高圧）
FEP65（低圧）
FEP65（制御）

FEP50（低圧）
FEP30（計装）

令和４年度下施雨ポ補継第２号

１７／３４

原図：A3

※本図は、参考図であり施工現場と本図に相違ある場合にあっては相違箇所を再調査後、市監督員と協議のうえ、決定すること。

P.BOX(SUS)

500×500×300

FEP80（高圧）
FEP65（低圧）
FEP65（制御） FEP65（制御）

FEP65（低圧）
FEP80（高圧）



▽TP-0.90
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工事名

縮尺

施工箇所名

図面の種類

津市　半田及び神戸　地内

図面番号

事業所名 津市上下水道事業局下水道施設課

機器配線図（６）自家発電設備断面図

1/60

半田川田ポンプ場電気設備築造工事

注記

１. 　　は、今回工事を示す。

No.3 搭載型自家発 No.2 搭載型自家発 No.1 搭載型自家発
（将来） （将来）

0.75

P13-1 No.1 燃料移送ポンプ

0.75

P13-2 No.2 燃料移送ポンプ

No.1 燃料小出槽液位 5PLES
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（将来）
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令和４年度下施雨ポ補継第２号

※本図は、参考図であり施工現場と本図に相違ある場合にあっては相違箇所を再調査後、市監督員と協議のうえ、決定すること。

原図：A3

１８／３４

防音壁（将来）



引込受電盤

HC-1

主変圧器盤

HC-2 LB-1

EM-IE14sq

EM-IE14sq

ETB

EM-IE100sq

EM-IE100sq

EA

EB

EC

ED

ET1

ET2

EM-IE100sqEC（VVVF）

EM-IE100sq

EM-IE60sq

EM-IE60sq

EM-IE60sq

EM-IE60sq

EM-IE100sq

LB-2

切替盤－1

AX-1

ECK

EM-IE100sq

EM-IE60sq

E
M
-
I
E
1
0
0
s
q

E
M
-
I
E
6
0
s
q

M-1

E
M
-
I
E
3
8
s
q

IV22sq（VE22）

EA

PAS

EM-IE60sq

動力分岐盤 照明変圧器盤 切替盤－2

AX-2

建築動力盤

E
M
-
I
E
6
0
s
q

E
M
-
I
E
6
0
s
q

E
M
-
I
E
6
0
s
q

CC-1 CC-1 RY-1 CC-2 CC-2 RY-2

ポンプ設備

E
M
-
I
E
3
8
s
q

E
M
-
I
E
3
8
s
q

E
M
-
I
E
3
8
s
q

監視盤

KP-1

計装盤

KP-2

E
M
-
I
E
6
0
s
q

No.1

M-2

建築照明盤

E
M
-
I
E
1
4
s
q

E
M
-
I
E
6
0
s
q

E
M
-
I
E
1
4
s
q

E
M
-
I
E
3
8
s
q
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縮尺

施工箇所名

図面の種類

津市　半田及び神戸　地内

図面番号

事業所名 津市上下水道事業局下水道施設課

接地系統図

半田川田ポンプ場電気設備築造工事

注記

１. 　　は、今回工事を示す。
２.　　 は、将来工事を示す。
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令和４年度下施雨ポ補継第２号
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※本図は、参考図であり施工現場と本図に相違ある場合にあっては相違箇所を再調査後、市監督員と協議のうえ、決定すること。
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受　変　電　設　備

引込柱
6kV EM-CET 100sq （82） Ｐ

Ａ
Ｓ

EM-CEE 1.25sq-6C （22）

EM-CEE-S 1.25sq-3C （22）

専用ケーブル（36）
Ｗh

600V EM-CE 22sq-3C

600V EM-CE 22sq-3C

600V EM-CE 3.5sq-2C E3.5sq （22）

自家発電設備

EM-CEE 1.25sq-2C （22）

6kV EM-CET 38sq （70）

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）

EM-CEE 1.25sq-2C×2 （28）

600V EM-CE 5.5sq-3C E3.5sq （22）

2.2

S1
No.1 自動除塵機

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）
し渣ホッパ（左）

0.75

S6-1

EM-CEE 1.25sq-2C×2 （22）

沈砂池設備

（CC-1）

沈砂池設備
コントロール
センタ

補助継電器盤
沈砂池設備

（RY-1）

600V EM-CE 38sq-3C

EM-CEE 1.25sq-8C （22）
TLLS リミット・トルク

No.3自動除塵機現場操作盤
（LCB-S4）600V EM-CE 2sq-2C E3.5sq （22）

EM-CEE 3.5sq-2C （22）

1.5

S4
No.1 し渣搬出機

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）

EM-CEE 1.25sq-20C （36）

6kV EM-CET 38sq （70）

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）

工事名

縮尺

施工箇所名

図面の種類

津市　半田及び神戸　地内

図面番号

事業所名 津市上下水道事業局下水道施設課

配線系統図（１）

半田川田ポンプ場電気設備築造工事

600V EM-CE 3.5sq-3C

沈砂池設備コントロール
センタ（CC-1）

ゲート機側操作盤

ポンプ設備コントロール
センタ（CC-2）

600V EM-CET 100sq 建築動力盤
（M-1）

建築照明盤
（L-1）

No.3
自動除塵機照明

600V EM-CE 3.5sq-2C E3.5sq ミニＵＰＳ
（UPS-1）

600V EM-CE 3.5sq-2C

600V EM-CE 3.5sq-2C

沈砂池設備補助継電器盤
（RY-1）

ポンプ設備補助継電器盤
（RY-2）

No.3
搭載型自家発

No.2
搭載型自家発

6kV EM-CET 38sq （70）

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）

No.1
搭載型自家発

600V EM-CE 3.5sq-2C E3.5sq （22） No.2
自動除塵機照明

600V EM-CE 3.5sq-2C E3.5sq （22） No.1
自動除塵機照明

600V EM-CE 5.5sq-3C E3.5sq （22）

2.2

S2
No.2 自動除塵機

EM-CEE 1.25sq-8C （22）
TLLS リミット・トルク

600V EM-CE 5.5sq-3C E3.5sq （22）

2.2

S3
No.3 自動除塵機

EM-CEE 1.25sq-8C （22）
TLLS リミット・トルク

（将来）

No.2自動除塵機現場操作盤
（LCB-S3）600V EM-CE 2sq-2C E3.5sq （22）

EM-CEE 3.5sq-2C （22）

EM-CEE 1.25sq-15C （28）

No.1自動除塵機現場操作盤
（LCB-S2）600V EM-CE 2sq-2C E3.5sq （22）

EM-CEE 3.5sq-2C （22）

EM-CEE 1.25sq-15C （28）

（将来）

（将来）

（将来）

（将来）

EM-CEE 1.25sq-4C （22）
LS 非常停止

EM-CEE 1.25sq-4C （22）
LS 蛇行検知

EM-CEE 1.25sq-6C （22）
TLLS リミット・トルク

し渣搬出機現場操作盤
（LCB-S5）600V EM-CE 2sq-2C E3.5sq （22）

EM-CEE 3.5sq-2C×2 （36）

EM-CEE 1.25sq-20C, 10C （54）

3.7

S5
No.2 し渣搬出機

600V EM-CE 8sq-3C E3.5sq （28）

EM-CEE 1.25sq-4C （22）
LS 非常停止

EM-CEE 1.25sq-4C （22）
LS 蛇行検知

EM-CEE 1.25sq-6C （22）
TLLS リミット・トルク

しさホッパ現場操作盤
（LCB-S6）600V EM-CE 2sq-2C E3.5sq （22）

EM-CEE 1.25sq-20C （36）

（CC-1）

沈砂池設備
コントロール
センタ

補助継電器盤
沈砂池設備

（RY-1）

引込受電盤
（HC-1）

動力分岐盤
（LB-1）

引込受電盤
（HC-1）

切替盤－1
（AX-1）

切替盤－2
（AX-2）

（将来）

600V EM-CE 3.5sq-2C （22） 作業用電源盤（１）
（S-7）

作業用電源盤（２）
（S-8）

600V EM-CE 3.5sq-2C （22）

600V EM-CE 3.5sq-2C （22） 作業用電源盤（１）
（P-10）

作業用電源盤（２）
（P-11）

600V EM-CE 3.5sq-2C （22）

600V EM-CE 3.5sq-2C （22） 作業用電源盤（３）
（P-12）

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22） 作業用電源盤（１）
（S-7）

作業用電源盤（２）
（S-8）

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22） 作業用電源盤（１）
（P-10）

作業用電源盤（２）
（P-11）

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22） 作業用電源盤（３）
（P-12）

注記

１. 　　は、今回工事を示す。
２.　　 は、将来工事を示す。

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）
し渣ホッパ（右）
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EM-CEE 1.25sq-2C×2 （22）

照明変圧器盤
（LB-2）

600V EM-CE 3.5sq-2C E3.5sq （22） No.3
自家発充電器

600V EM-CE 3.5sq-2C E3.5sq （22） No.2
自家発充電器

600V EM-CE 3.5sq-2C E3.5sq （22） No.1
自家発充電器

（将来）

（将来）

600V EM-CE 2sq-2C E3.5sq （22）

流入渠
水位計盤
（LCB-S1）

600V EM-CE 3.5sq-2C 計装盤
（KP-2）

600V EM-CE 3.5sq-2C 引込受電盤
（HC-1）

EM-CEE 1.25sq-3C

EM-CEE 1.25sq-2C×2 （28）

EM-CEE 1.25sq-3C

EM-CEE 1.25sq-2C×2 （28）

EM-CEE 1.25sq-3C

令和４年度下施雨ポ補継第２号

原図：A3

※本図は、参考図であり施工現場と本図に相違ある場合にあっては相違箇所を再調査後、市監督員と協議のうえ、決定すること。
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ポンプ設備

P13-1
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No.1 燃料移送ポンプ

燃料移送ポンプ現場操作盤
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600V EM-CE 2sq-2C E3.5sq （22）
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600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）
No.2 床排水ポンプ

EM-CEE 1.25sq-5C （22）
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0.75

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）
No.1 床排水ポンプ

LES
床排水ピット水位
（電極式）

EM-CEE 1.25sq-5C （22）
LES

5P

EM-CEE 1.25sq-6C （22）
リミット・トルク

P4

2.2
No.1 雨水ポンプ吐出弁

TLLS

600V EM-CE 5.5sq-3C E3.5sq （28）切替盤－2
（AX-2）

6kV EM-CET 38sq

6kV EM-CET 38sq
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No.2 雨水ポンプ

切替盤－1
（AX-1）
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No.3 雨水ポンプ

主変圧器盤
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600V EM-CET 200sq×2

600V EM-CE-S 200sq-4C,3C
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5.5

600V EM-CE 14sq-3C E3.5sq （36）
吸水槽排水用ポンプ
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吸水槽水位
（電極式）

工事名

縮尺

施工箇所名

図面の種類

津市　半田及び神戸　地内

図面番号

事業所名 津市上下水道事業局下水道施設課

配線系統図（２）

半田川田ポンプ場電気設備築造工事

No.1
ポンプ盤
（MP-1）

No.2
ポンプ盤
（MP-2）

No.3
ポンプ盤
（MP-32）

No.3
VVVF盤
（MP-31）

（CC-2）

ポンプ設備
コントロール
センタ

補助継電器盤
ポンプ設備

（RY-2）

P7

2.2
No.1 減速機初期潤滑油ポンプ

600V EM-CE 5.5sq-3C E3.5sq （28）

P10

0.2
No.1 減速機オイルクーラー

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）

EM-CEE 1.25sq-20C×2 （70）

600V EM-CE 2sq-2C E3.5sq （22）

EM-CEE 3.5sq-2C （22）

No.1雨水ポンプ現場操作盤
（LCB-P1）

EM-CEE 1.25sq-6C （22）
リミット・トルク

P5

2.2
No.2 雨水ポンプ吐出弁

TLLS

600V EM-CE 5.5sq-3C E3.5sq （28）

P8

2.2
No.2 減速機初期潤滑油ポンプ

600V EM-CE 5.5sq-3C E3.5sq （28）

P11

0.2
No.2 減速機オイルクーラー

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）

EM-CEE 1.25sq-20C×2 （70）

600V EM-CE 2sq-2C E3.5sq （22）

EM-CEE 3.5sq-2C （22）

No.2雨水ポンプ現場操作盤
（LCB-P2）

EM-CEE 1.25sq-6C （22）
リミット・トルク

P6

1.5
No.3 雨水ポンプ吐出弁

TLLS

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）

P9

1.5
No.3 減速機初期潤滑油ポンプ

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）

P12

0.1
No.3 減速機オイルクーラー

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）

EM-CEE 1.25sq-20C×3, 5C

600V EM-CE 2sq-2C E3.5sq

EM-CEE 3.5sq-2C

No.3雨水ポンプ現場操作盤
（LCB-P3）

床排水ポンプ現場操作盤
（LCB-P5）

EM-CEE 1.25sq-15C,10C （42）

600V EM-CE 2sq-2C E3.5sq （22）

No.1 燃料小出槽レベルスイッチ
（フロート式）

吸水槽排水用ポンプ現場操作盤
（LCB-P4）

EM-CEE 1.25sq-20C （36）

600V EM-CE 2sq-2C E3.5sq （22）

（将来）

（将来）

（将来）

（将来）

注記

１. 　　は、今回工事を示す。
２.　　 は、将来工事を示す。

EM-CEE 3.5sq-2C （22）

（CC-2）

ポンプ設備
コントロール
センタ

補助継電器盤
ポンプ設備

（RY-2）
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No.3 燃料移送ポンプ

燃料移送ポンプ現場操作盤
（LCB-P7）

P13-4

0.75

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）
No.4 燃料移送ポンプ

EM-CEE 1.25sq-20C,10C （54）

600V EM-CE 2sq-2C E3.5sq （22）

EM-CEE 1.25sq-5C （22）
LES

5P

No.2 燃料小出槽レベルスイッチ
（フロート式）

P13-5

0.75
No.5 燃料移送ポンプ

燃料移送ポンプ現場操作盤
（LCB-P8）

P13-6

0.75

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）

600V EM-CE 3.5sq-3C E3.5sq （22）
No.6 燃料移送ポンプ

EM-CEE 1.25sq-20C,10C （54）

600V EM-CE 2sq-2C E3.5sq （22）

EM-CEE 1.25sq-5C （22）
LES

5P

No.3 燃料小出槽レベルスイッチ
（フロート式）

（将来）

No.3
雨水ポンプ
現場操作盤
（LCB-P3） 速度検出発電機

No.3 雨水ポンプEM-CEE-S 1.25sq-2C （22）
TG

EM-CEE-S 1.25sq-2C

600V EM-CE 2sq-2C E3.5sq （22）

給油口
ボックス
（LCB-P9）

中継端子箱

中継端子箱
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計装設備

EM-CEE-S 1.25sq-2C （22）

EM-CEE-S 1.25sq-2C （22）

EM-CEE-S 1.25sq-2C （22）

専用ケーブル（22）

専用ケーブル（22）
J

J

L

（M）

Z

L

No.1 吸水槽水位

No.1 流入ゲート開度

流入渠水位

EM-CEE-S 1.25sq-2C （22）

（M）

Z
No.2 流入ゲート開度

EM-CEE-S 1.25sq-2C （22）

L
No.2 吸水槽水位

（投込式）

（フロート式）

EM-CEE-S 1.25sq-2C （22）

（M）

Z
No.1 吐出弁開度

EM-CEE-S 1.25sq-2C （22）

（M）

Z
No.2 吐出弁開度

EM-CEE-S 1.25sq-2C （22）

（M）

Z
No.3 吐出弁開度

EM-CEE-S 1.25sq-2C （22） 専用ケーブル（22）
J

L
外水位
（投込式）

（投込式）

EM-CEE-S 1.25sq-2C （22）

EM-CEE-S 1.25sq-2C×2 （36）

EM-CEE-S 1.25sq-2C×2 （36）

EM-CEE-S 1.25sq-2C×2

EM-CEE 1.25sq-10C

監視制御設備

EM-CEE 1.25sq-30C×2

EM-CEE 1.25sq-10C

（KP-2）
計装盤

動力分岐盤
（LB-1）

EM-CEE 1.25sq-30C,10C

EM-CEE 1.25sq-20C

EM-CEE 1.25sq-30C

EM-CEE 1.25sq-5C

EM-CEE 1.25sq-30C

EM-CEE-S 1.25sq-2C （22）

工事名

縮尺

施工箇所名

図面の種類

津市　半田及び神戸　地内

図面番号

事業所名 津市上下水道事業局下水道施設課

配線系統図（３）

半田川田ポンプ場電気設備築造工事

計装盤
（KP-2）

監視盤
（KP-1）

No.1雨水ポンプ現場操作盤
（LCB-P1）

No.2雨水ポンプ現場操作盤
（LCB-P2）

No.3雨水ポンプ現場操作盤
（LCB-P3）

EM-CEE-S 1.25sq-2C （22）

流入渠
水位計盤

ゲート機側操作盤

EM-CEE-S 1.25sq-2C （22）

（M）

Z
No3 流入ゲート開度

EM-CEE-S 1.25sq-2C （22） EM-CEE-S 1.25sq-2C （22）

しさホッパ
現場操作盤
（LCB-S6）

（M）

W
し渣ホッパ重量

EM-CEE-S 1.25sq-2C （22） EM-CEE-S 1.25sq-2C （22）

給油口
ボックス
（LCB-P9）

L
燃料貯油槽液位

EM-CEE-S 1.25sq-2C （22）
燃料貯油槽漏洩LS

沈砂池設備補助継電器盤
（RY-1）

ポンプ設備補助継電器盤
（RY-2）

沈砂池設備補助継電器盤
（RY-1）

ポンプ設備補助継電器盤
（RY-2）

（将来）

（将来）

（将来）

注記

１. 　　は、今回工事を示す。
２.　　 は、将来工事を示す。

（LCB-S1）
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※本図は、参考図であり施工現場と本図に相違ある場合にあっては相違箇所を再調査後、市監督員と協議のうえ、決定すること。
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施工箇所名
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施工箇所名

図面の種類
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図面番号
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